
1



消費者教育の現場から
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社会において
主体的に生きる消費者をはぐくむために

～新学習指導要領家庭科の内容から～

島根県教育センター浜田教育センター　指導主事　橋　本　景　子

小・中・高等学校の学習指導要領が改訂され、小学校は平成 23年 4月から、中学校は平成 24年 4月から、高等

学校は平成 25年度の入学生から、すべての教科等で全面実施となる。小学校の家庭科、中学校の技術・家庭科（家

庭分野）、高等学校の家庭科では、社会の変化に対応し、家族と家庭に関する教育と子育て理解のための体験や高齢

者との交流の重視、食育の推進とともに、社会において主体的に生きる消費者をはぐくむ視点から、消費の在り方及

び資源や環境に配慮したライフスタイルの確立を目指す指導の充実が求められている。小・中学校は系統性や連続性

を重視することから、内容構成が Aから Dの同一の枠組みとなったが、消費生活・環境に関する内容が「D身近な

消費生活と環境」としてまとめられている。小学校では身の回りの生活における金銭の使い方や物の選び方、環境に

配慮した物の活用など、中学校では消費者の基本的な権利と責任、販売方法の特徴、物資・サービスの選択、購入及

び活用などが指導事項となっている。また、高等学校では、高校生の発達課題と生涯生活設計、キャリアプランニン

グなどの学習を通して、次世代を担うことや生涯を見通す視点を明確にするとともに、生涯賃金や働き方、年金など

との関係に関する指導などを加え、生活を総合的にマネジメントする内容を充実している。生涯にわたる生活経済や

多重債務等の深刻な消費者問題、衣食住生活と環境とのかかわりなどの科学的理解とともに、社会の一員として生活

を創造する意思決定能力を習得させることとしている。

このように、家庭科は消費者教育に関する内容を多くもっている教科であり、これらの内容や項目のねらいを明確

にして授業を構成していきたい。衣食住生活と関連させ、総合的に展開できる題材の工夫や、児童生徒にとって身近

でかつ指導に効果的な事例や題材の取り上げ方の工夫も必要である。また、実験・実習、見学、調査、ロールプレイ

ング等の体験的な活動をレポートや発表、論述等で振り返ったり、整理、考察する等の言語活動の充実を図る学習活

動の工夫も求められる。

クレジットカードのショッピングの利用枠を使った現金化が問題となっている。商品を購入するという名目で、そ

れほどの価値のない文房具などを高額で購入し、手数料を引かれた差額の現金と商品が届けられるという手口である。

クレジットカード決済の仕組みを理解していれば、一時的に現金を手に入れても、後日、クレジット会社から商品購

入代金と手数料が請求され、結果として手に入れた現金以上の金額を返済しなければならないことに気付くであろう。

また、これはクレジットカードの契約違反であり、規則を知っていて行った場合、詐欺罪に抵触する可能性もある。

新しい手口の問題商法が次々とあらわれる現代社会において、知識や情報をもっていることは大切であるが、自分は

どうすべきか、どういう行動が望ましいのかを判断し、行動できる力を身に付けていることが重要である。発達段階

に応じた学習活動の中で、知識・技能を習得するとともに思考力・判断力・表現力等を育成することが、将来にわたっ

て変化し続ける社会において主体的に生きる消費者をはぐくむことになるであろう。
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「消費生活・環境」に関する内容（学習指導要領解説より）

D「身近な消費生活と環境」

⑴　物や金銭の使い方と買物

ア　物や金銭の大切さに気付き、計画的な使

い方を考えること。

イ　身近な物の選び方、買い方を考え、適切

に購入できること。

⑵　環境に配慮した生活の工夫

ア　自分の生活と身近な環境とのかかわりに

気付き、物の使い方などを工夫できること。

【小学校】

D「身近な消費生活と環境」

⑴　家庭生活と消費

ア　自分や家族の消費生活に関心をもち、消費者

の基本的な権利と責任について理解すること。

イ　販売方法の特徴について知り、生活に必

要な物資・サービスの適切な選択、購入及

び活用ができること。

⑵　家庭生活と環境

ア　自分や家族の消費生活が環境に与える影

響について考え、環境に配慮した消費生活

について工夫し、実践できること。

【中学校】

【高等学校】

⑶　生活における経済の計画と消費

ア　生活における経済の計画

ア　家計と経済

イ　資金管理とリスク

ウ　キャッシュレス社会とその課題

イ　消費行動と意思決定

ア　消費者の意思決定とその重要性

イ　生活情報の収集・選択と活用

ウ　消費者の権利と責任

ア　社会の変化と消費生活

イ　消費者問題の現状と課題

ウ　消費者の権利と自立支援

⑷　生活の科学と環境

エ　持続可能な社会を目指したライフスタイル

の確立

ア　持続可能な消費

イ　環境保全に向けたライフスタイルの確立

家庭総合

⑵　消費や環境に配慮したライフスタイルの確立

ア　消費生活と生涯を見通した経済の計画

ア　消費者問題の現状と課題

イ　消費者の権利と自立支援

ウ　消費行動と意思決定

エ　生涯の経済計画とリスク管理

イ　ライフスタイルと環境

ア　消費生活と環境とのかかわり

イ　環境負荷の少ない生活への取組

生活デザイン

⑵　生活の自立及び消費と環境

エ　消費生活と生涯を見通した経済の計画

ア　消費者問題と消費者の権利

イ　生涯の経済計画とリスク管理

オ　ライフスタイルと環境

ア　消費生活と環境とのかかわり

イ　環境負荷の少ない生活への取組

家庭基礎
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「賢い消費者になるために」
～悪質商法に関する教材の工夫～

島根県中学校技術・家庭科研究会
（鹿足郡技術・家庭科研究会）

1.はじめに
今回授業実践したところ、生徒が買い物をする機会が少なかったり、悪質商法の名称や内容、手口などを知ら

なかったりするという実態があった。

悪質商法による被害の報告を聞くたびに、同じような被害者を出さないためにも、生徒たちにしっかりと知識

や技能を身につけさせる必要があると感じた。悪質商法による被害は存在し、中学生が被害者となる可能性も十

分にあり得る。被害にあわない予防法や被害にあったときの対処法を伝える必要性を強く感じ、悪質商法に関す

る教材の工夫を考えた。

2.学習の重点
トラブルに遭遇しないために、普段から悪質商法をはじめ商品の売買について、消費者の立場から身につけて

おきたい知識やしっかり対応できる態度を養っておきたい。しかし、生徒を取り巻いている環境を考えると、現

実の問題として捉えることが難しい生徒も少なくない。こうした生徒の実態から、より身近な問題として取り扱っ

ていくための教材を工夫する上で、次の２点に重点を置いた。

①生徒が悪質商法の被害にあった場面を、できるだけ現実に近い状態で再現する。そのため

に、ロールプレイングや劇、架空請求のはがきを見せるなど、疑似体験や具体的な事例を

取り入れた授業を行う。

②島根県が発行している「くらしのアドバイス」など、資料収集を行い活用する。

3.実践事例
事例 1　～劇を通して考える（くじ引き商法）～

劇『くじ引き商法』の内容

本屋さんの外でくじ引きをしていたので、引いたら２等賞があたった。（このくじ引きは誰でもできる）

商品は、有線放送の機械。「ここに商品がないので、自宅への郵送となります。住所を書いていただけますか？」

と言われた。こんな時、あなたならどうする ??

教員：悪質業者　　生徒 2 名：通りすがりの人

劇『くじ引き商法』を見た生徒の感想（ワークシートより）

・無料でくじ引きができるからといって、何も考えることなく引かずに良く考え

てから引きたい。

・私も 1 回お店を出てすぐ「くじを引きませんか」と言われたことがあります。

私はくじを引いて特等だったけどお母さんははずれでした。特等の賞品は今日

勉強したものと同じだったのでちょっと怖いです。

・自分ならきっとだまされていたと思います。

・自分がその場にいたらくじを引いていると思う。

・怪しい＝断る

・ちょっとしつこく言っていたので、断りにくそうでした。
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事例 2　～ロールプレイングを通して考える～

ビデオ（文化祭で先輩が演じた劇「悪質商法」）を視聴した後、売り込み側と売り込まれる側とに別れてロー

ルプレイングをし、商品の売買を体験する。

下記の条件をもとにして、グループごとに売り込む側と売り込まれる側に分かれ、それぞれの立場が有利展開

するための作戦を考えた後、5 分間程度ロールプレイングをする。その後、それぞれの立場から感じたことを発

表し合い、トラブルに合わないためにはどうしたらよいか考える時間をもった。

路上で２人の女性に会いました。スーツ姿なので、おそらく某会社の従業員だと思います。売り込む商品

は、料理用なべで、とても使いやすく、何といっても省エネ対応の商品です。ばら売りもできますが、セッ

ト購入の方が格安です。（金額は売り込む側で考えましょう）

　演じる前に考えたこと

＜売り込み側＞相手をとにかくうまく説得しよう。商品にいい印象を持たせるように説明しよう。

＜買い手側＞　話をどんどん聞き入れるのではなく、意志の強い言葉でできるだけ早く話を断ち切る。

　演じてみて思ったこと

＜売り込み側＞買い手をその気にさせるのが特に難しかった。帰ろうとする人を止めるのも難しかった。

＜買い手側＞　買わなかったが、なかなか振り払うことができなかった。

　生徒の感想より

・買い手の立場を考えて、絶対にだまされて買ってはいけないという気持ちをもつことができた。

・商売は難しい～～

・実際にやってみないと分からないと思うことがたくさんあった。

・本当にやっている人は、もっとうまい手口で迫ってくるのだ

ろうけど、断りにくい。

・訪問は、急にくるからどのような対応をすればいいのか、ど

のようにしたら断ることができるか、自分だったら考えるこ

とがあまりできないと思った。

事例 3　～ビデオ「あきらくんの失敗」の視聴を通して考える～

ビデオの内容から、消費者側と販売店側のそれぞれの問題点を

考えると同時に、正しい契約について知る。さらに、消費者を守

るしくみや消費者の権利と責任について知り、よりよい消費者と

しての自覚を高める。

学習のねらいに合わせ、ビデオを区切りながら視聴し、それぞ

れの場面でワークシートを利用して考える。

4.まとめと課題
資料として活用した「くらしのアドバイス」に、悪質商法や、トラブルの解決方法がわかりやすくまとめてあ

り、生徒が理解する上で役立った。また、平成 22 年１月 12 日より「消費者ホットライン」が設置されたこと

も、リアルタイムで伝えることができた。劇やロールプレイングなどを通して、悪質商法の被害にあった場面を

できるだけ近い状態で再現することにより、「自分の身にも起こりうること」として認識する機会となったので

はないかと思われる。

インターネットや携帯電話、テレビショッピングの普及などにより、消費者を取り巻く環境はめまぐるしく変

化しており、中高生の被害が急激に増えている。こうした状況の中、トラブルに巻き込まれないようにするには

どのようにしたらよいか、巻き込まれた場合どのように対処すればよいかなどの知識や態度をより確かなものに

するための資料収集や授業展開の方法などについてさらに深めていく必要がある。そして、社会生活を送る上で、

世の中の動きに対応していく力を身につける生徒の育成に努めていきたい。

＜生徒のワークシートより＞
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自立した消費者を育てるために
～家政科での 4年間の学習を通して～

島根県高等学校家庭科研究会
（実施校：松江南高等学校宍道分校）

1.はじめに
本校は定時制高校の家政科であり、4 年間の学習を通して発展的に家庭科の専門科目を学習する。そして、１

～４年までの各関連科目の中で、系統的に積み重ねて学習効果を上げられるようにねらいを設定している。その

中で、生徒の実態に応じた課題や題材を設定し、生徒が主体的に取り組めるような授業方法や教材・教具等を工

夫している。そして、学習したことを日々の生活に生かし、生活の自立をめざしていけるような生きる力を育む

ことをねらいとして実践している。

2.家政に関する専門科目の構成
　 １　年 ２　年 ３　年 ４　年

衣 生 活 分 野 服飾文化
被服製作

服飾手芸
服飾手芸

課題

研究

食 生 活 分 野 フードデザイン 調　理 食文化

ヒューマンサービス分野 家庭看護・福祉 家庭看護・福祉
児童文化

発達と保育

福 　 祉 　 ボランティア基礎 社会福祉実習

情 　 報 家庭情報処理 　 　 　

学 校 設 定 科 目 郷土生活文化 ボランティア基礎 生活教養 社会福祉実習

3.実践の概要
１～４年までの各関連科目の中で、系統的に積み重ねて学習することに併せて、異なる科目において、それぞ

れの視点から共通する題材を取り上げて、多面的に学習することも生徒達の自立した消費者としての意識や目を

育てることにつながると考えるが、そのようなことができるのも家政に関する専門科目の多い家政科ならではの

ことである。

ここでは、その一例として、次のような食領域での実践を紹介する。

｛題　材｝米

1 年　　「家庭総合」　　　　米の栄養的特徴，炊飯の原理，おにぎりの作り方，実習：炊飯（おにぎり）

　　　　「生活産業基礎」　　材料の購入，費用，市販品との比較

　　　　「郷土生活文化」　　島根の産業，農作物自給率，地元産の米　

2 年　　「フードデザイン」　地元産の米，実習：米料理（炊き込みごはん）

3 年　　「調理」　　　　　　全国の米産地，実習：米料理（寿司）

4 年　　「食文化」　　　　　外国の米，実習：米料理（ピラフ）

生
活
産
業
基
礎

家
庭
総
合
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郷土生活文化
島根の産業　農作物自給率

地元産の米（仁多米など）

家庭総合
米の栄養的特徴　　炊飯の原理

おにぎりの作り方　実習：おにぎり

生活産業基礎

材料の購入（産地，値段）

おにぎり一個分の費用

市販品との中身・値段の比較⇨

これらの一連の授業を通して、生徒達は島根の米産業や米の栄養素等についての知識を身につけ、考えて選ん

で購入したり食べたりする基礎的な力を身につけたようである。自分の意見を出しやすくお互いに協力しながら

取り組める少人数学習も分校ならではのもので、効果的だったようである。家政科での４年間の学習の基礎とし

て、このような形の学習を取り入れたことは有効であったと思う。

4.おわりに
以上のような取り組みを通して、生徒達の中に消費者としてどうあるべきかを考えて行動しようという姿勢が、

少しずつ培われてきたように思う。今後、生徒がより主体的に学べるような効果的な教材・教具や授業方法を工

夫したり、他の領域においても自立した消費者を育てるための工夫をしていきたい。

生徒の感想

調理実習
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